
介
護
職
員
の
賃
金

第回

「三低三高」の払拭困難

　
中
国
人
的
資
源
・
社
会
保

障
部
は
昨
年

月
、
中
国
最

低
賃
金
番
付
が
発
表
し
、
昨

年
９
月
時
点
で
の
各
地
の
月

給
制
最
低
賃
金
基
準
を
公
表

し
ま
し
た
。

　
ト
ッ
プ
は
上
海
市
の
２
４

２
０
元（

・
２
円
／
元
）。

上
海
以
外
に
２
０
０
０
元
を

超
え
た
の
は
北
京
市
・
天
津

市
・
広
東
省
な
ど
で
、
上
海

を
含
め
６
省
市
だ
と
現
地
新

聞
は
報
道
し
ま
し
た
。

　
ま
た
時
給
ベ
ー
ス
の
最
低

賃
金
基
準
も
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
ト
ッ
プ
は
北
京
市
で


元
。
２
位
以
下
は
上
海
市


元
、天
津
市

・
８
元
、広
東

市

・
３
元
と
続
き
ま
し
た
。

　
私
が
勤
務
し
て
い
る
上
海

市
で
は
、
１
９
９
３
年
の
法

定
最
低
賃
金
制
度
導
入
後
よ

り
、

年
間
で

・
５
倍
も

最
低
賃
金
基
準
は
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。
中
国
の
あ
る
サ

イ
ト
デ
ー
タ
に
よ
る
と
施
設

介
護
職
員
の
平
均
月
給
は
２

８
１
１
・
２
元
で
そ
の
内
訳

は
１
０
０
０
～
２
０
０
０
元

が

・

％
、
２
０
０
０
～

４
０
０
０
元
が

・

％
、

４
０
０
０
～
６
０
０
０
元
が


・

％
、
そ
し
て
６
０
０

０
元
以
上
は
０
％
で
し
た
。

　
所
得
水
準
は
上
が
っ
て
き

た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

介
護
職
員
の
賃
金
水
準
は
日

本
同
様
、
産
業
全
体
と
比
較

す
る
と
ま
だ
ま
だ
低
い
の
が

現
状
で
す
。

　
先
日
上
海
市
で
次
の
よ
う

な
記
事
を
目
に
し
ま
し
た
。

と
あ
る
介
護
施
設
で
は
職
員

不
足
問
題
が
深
刻
で
、
本
来

の
人
員
配
置
基

準
３

１
を
満

た
す
こ
と
が
で

き
ず
、
実
際
は

平
均
５
・
８


１
で
運
営
せ
ざ

る
を
得
な
い
施

設
も
あ
る
よ
う

で
す
。
更
に
祝

祭
日
に
は
帰
省

す
る
介
護
職
員

も
多
い
た
め
、

一
人
の
介
護
職

員
が
７
～
８
人

の
利
用
者
を
介
護
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
状
態
だ
と
介
護

職
員
は
言
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
だ
と
介

護
職
員
の
心
身
へ
の
負
担
は

非
常
に
大
き
く
、
リ
ス
ク
が

高
い
上
に
責
任
感
が
試
さ

れ
、
重
労
働
で
、
収
益
が
と

り
に
く
い
ビ
ジ
ネ
ス
の
た

め
、
職
員
の
給
料
と
施
設
経

費
を
払
う
事
が
や
っ
と
で
、

給
料
は
な
か
な
か
上
が
り
ま

せ
ん
。

　
こ
れ
が
、
介
護
職
員
が

「
社
会
的
地
位
が
低
い
」

「
学
歴
が
低
い
」
「
給
料
が

低
い
」
「
離
職
率
が
高
い
」

「
リ
ス
ク
が
高
い
」
「
年
齢

が
高
い
」
、
い
わ
ゆ
る
「
三

低
三
高
」
と
言
わ
れ
し
ま
う

一
番
の
要
因
だ
と
介
護
職
員

は
嘆
い
て
い
ま
す
。


